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2012.09.05
更
新

『
仮
名
書
き
法
華
經
』
に
お
け
る
語
彙
考
察

萩
原

義
雄

《
書
誌
情
報
と
語
彙
考
察
の
意
味
》

漢
譯
『
妙
法
蓮
華
經
』
が
本
邦
に
伝
来
し
て
書
冩
・
講
讀
・
注
釋
し
て
い
く
過
程
を
茲
に
詳
細
に
語
る

こ
と
は
し
な
い
が
、
現
在
傳
存
す
る
法
華
経
資
料
と
し
て
聖
徳
太
子
自
筆
『
法
華
義
疏
』〔
六
四
五
年
成
〕

は
最
も
古
い
文
獻
で
あ
る
。
漢
譯
『
妙
法
蓮
華
經
』
八
卷
の
書
冩
さ
れ
た
資
料
は
、
各
時
代
毎
に
枚
挙
を

問
わ
な
い
。
こ
の
流
れ
を
仏
教
史
の
観
点
で
云
え
ば
、
最
澄
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
建
立
し
て
天
台
宗
を
開

き
、
『
妙
法
蓮
華
經
』
を
根
本
経
典
と
し
て
已
來
、
平
安
朝
の
貴
族
社
会
で
は
、
写
経
成
仏
・
女
人
成
仏

を
説
く
法
華
経
信
仰
が
隆
盛
を
迎
え
て
い
く
。
『
妙
法
蓮
華
經
』
は
、
第
一
「
序

品
」
か
ら
第
二
十
八
品

じ
よ
ほ
ん

「
普
賢
菩
薩
勸

發

品
」
に
及
ぶ
二
十
八
品
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
、
開
経
（
『
無
量
義
經
』
）
と
結
経

ふ

げ

ん

ぼ

さ

つ

か
ん
ぼ
つ
ぽ
ん

（
『
勸

普

賢

經
』
）
の
二
經
を
加
え
た
三
十
卷
を
一
具
と
し
て
取
り
扱
う
習
慣
が
営
ま
れ
て
き
た
。
こ
の

か
ん
ふ
げ
ん
き
よ
う

三
十
卷
か
ら
成
る
經
典
を
書
冩
す
る
に
あ
た
っ
て
、
周
圏
縁
者
複
数
の
人
々
に
成
佛
の
「

縁

」
を
結
ば

え
に
し

せ
よ
う
と
い
う
配
慮
か
ら
、
一
人
あ
て
一
品
一
卷
ず
つ
分
擔
し
て
書
写
す
る
行
が
営
ま
れ
て
行
く
。
「
一

品
經
供
養
」
「
結
縁
經
供
養
」
と
呼
称
す
る
。
そ
し
て
、
一
品
經
供
養
が
成
る
當
夜
、
竟

宴
が
開
か
れ

き
よ
う
え
ん

歌

會

が

催

さ

れ

る

。

こ

の

席

上

、

結

縁

者

三

十

人

が

各

各

の

經

意

を

和

歌

に

詠

む

。

こ

の

「
一
品
經
和
歌
懐
紙
」
十
五
枚
が
現
存
し
、
藤
原
頼

輔
、
寂

然
、
源
師

光
、
寂

蓮
、
藤
原
隆

親
と

い
つ
ぽ
ん
き
よ
う
わ
か
か
い
し

よ
り
す
け

じ
や
く
ね
ん

も
ろ
み
つ

じ
や
く
れ
ん

た
か
ち
か

い
っ
た
平
安
時
代
後
期
の
政
治
家
、
僧
侶
、
歌
人
な
ど
の
名
を
遺
す
。
西

行
筆
「
一
品
經
和
歌
懐
紙
」

さ
い
ぎ
よ
う

い
つ
ぽ
ん
き
よ
う
わ
か
か
い
し

（
薬
草
喩
品
）
〔
京
都
民
芸
館
藏
・
国
宝
〕
も
そ
の
經
裏
懐
紙
の
一
枚
で
あ
る
。
末
法
思
想
が
盛
ん
に
な

や
く
そ
う
ゆ
ほ
ん

っ
た
平
安
時
代
末
期
に
こ
の
『
妙
法
蓮
華
經
』
は
、
篤
い
信
仰
を
集
め
、
法
華
経
を
主
題
に
和
歌
を
詠
む

こ
と
で
、
そ
の
功
徳
に
預
か
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
行
も
薬
草
喩
品
を
主
題
に
次
の
二
首
の

和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

ふ
た
つ
な
く

み
つ
な
き
の
り
の

あ
め
な
れ
と

い
つ
ゝ
の
う
る
ひ

あ
ま
ね
か
り
け
り

（
二
つ
三
つ
あ
る
わ
け
で
な
く
唯
一
の
仏
の
教
え
だ
け
れ
ど
、
あ
ま
ね
く
衆
生
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
）

わ
た
つ
う
み
の

ふ
か
き
ち
か
ひ
に

た
の
み
あ
れ
は

か
の
き
し
へ
に
も

わ
た
ら
さ
ら
め
や

（
海
の
よ
う
に
深
い
仏
の
願
い
に
縁
が
あ
れ
ば
、
彼
岸
に
わ
た
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
）

漢
譯
『
妙
法
蓮
華
經
』
を
さ
ら
に
仮
名
書
き
に
し
て
み
よ
う
す
る
試
み
に
至
っ
て
は
、
「
結
縁
經
供
養
」

の
営
み
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
見
る
立
場
に
あ
る
。
現
存
す
る
『
仮
名
書
き
法
華
經
』
の
文
獻

資
料
は
、

１
，
足
利
鑁
和
寺
本
〔
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
書
冩
〕
勉
誠
出
版
、
影
印
・
翻
字
・
索
引
刊

ば

ん

な

じ

（
分
別
功
德
品
・
如
來
神
力
品
・
嘱
累
品
）
を
欠
く

２
，
妙
一
記
念
館
本
〔
識
語
欠
（
鎌
倉
時
代
中
期
）
冩
〕
靈
友
会
、
影
印
・
翻
字
・
索
引
・
研
究
篇
刊

（
化
城
喩
品
第
七
の

頁
か
ら

頁
に
一
部
欠
損
あ
り
。
唐
招
提
寺
本
版
經
断
簡
二
片
〈
薬
草
喩

551

556

品
〉
）
と
合
致

３
，
天
理
図
書
館
本
〔
卷
三
の
み
鎌
倉
時
代
中
期
冩
本
〕
薬
草
喩
品
第
五
か
ら
三
品
。
２
研
究
篇
本
文

翻
刻
に
収
載
。
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４
，
京
都
深
草
瑞
光
寺
本
〔
卷
六
・
卷
七
の
み
鎌
倉
時
代
中
期
冩
本
〕
２
研
究
篇
に
収
載
。

５
，
故
矢
代
仁
兵
衛
旧
蔵
本
〔
鎌
倉
時
代
初
期
冩
〕
現
存
未
確
認
資
料

６
，
津
西
來
寺
本
〔
識
語
欠
（
江
戸
時
代
中
期
）
冩
〕
私
家
本
影
印
・
勉
誠
出
版
翻
字
刊

せ
い
ら
い
じ

完
本
に
て
平
安
時
代
の
訓
點
本
で
あ
る
立
本
寺
本
〔
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
冩
、
卷
二
・
卷

六
欠
〕
訓
が
天
台
宗
学
僧
宗
淵
上
人
の
手
で
右
側
に
付
訓

７
，
佼
正
図
書
館
本
〔
刊
本
八
帖
〕
〔
冩
本
八
冊
〕

が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
２
の
妙
一
本
に
お
け
る
研
究
が
最
も
重
要
視
さ
れ
、
こ
の
研
究
篇
で
多
く
の
研
究
者
か
ら

な
る
考
究
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
今
発
表
の
語
彙
研
究
に
関
わ
る
考
究
と
し
て
、
次
の
三
論
文
の
観
点
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

一
，
小
林
芳
規
博
士
に
よ
る
「
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
史
か
ら
観
た
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
」

が
知
ら
れ
、
こ
こ
で
、
（
五
）
再
読
文
字
「
當
」
「
將
」
の
訓
法
の
な
か
で
「
再
読
字
が
再
読
表
現
に
訓

読
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
平
安
中
期
以
降
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
古
い
訓
法
を
示
し
て
い
る
」〔

頁
〕

75

と
論
述
さ
れ
、
ま
た
（
六
）
「
況
」
字
の
訓
法
の
「
何
況
有
三
」
も
「
○
い
か
に
い
は
ん
や
、
三
あ
ら
ん

や
。
」
〔
方
便
品

②
、
「
む
や
」

〕
、
（
八
）
応
答
の
「
唯
然
」
の
訓
法
「
た
ゞ
し
、
し
か
な
り
」
〔
授

135

118

學
品

616

⑤
、
妙

頁
〕
と
し
て
い
て
、
６
の
西
來
寺
本
も
妙
一
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
既
に
指
摘
し

626

て
き
た
。

二
，
田
島
毓
堂
先
生
も
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
に
お
け
る
為
字
訓
―
為
字
和
訓
考
の
一
環

と
し
て
―
」
に
あ
っ
て
「
為
」
訓
分
類
十
五
を
以
て
示
す
。
こ
の
（
一
）
「
イ
マ
ス
」
の
訓
例
は
、
妙
一

本
・
足
利
本
が
共
通
な
か
で
西
來
寺
本
は
、
「
○
ほ
と
け
、
王
子
た
ら
ん
と
き
に
、
国
を
す
て
、
よ
の
さ

か
へ
を
す
て
ゝ
、
最
末
後
の
身
を
も
て
、
出
家
し
佛
道
成
就
し
た
ま
は
ん
。
」
〔
譬
喩
品

④
・
妙

頁
〕

228

197

と
し
て
い
て
異
な
る
体
裁
を
見
せ
て
い
る
。
だ
が
、
（
九
）
「
ナ
リ
四
八
【
是
】
」
〔

頁
下
〕
で
示
す
「
○

133

わ
れ
つ
ね
に
そ
れ
を
稱
し
て
、
説
法
人
の
な
か
に
を
き
て
、
も
と
も
第
一
な
り
と
す
。,
五
百
品

①
・

565

妙

頁
〕
「
我
常
称
其
於
説
法
人
中
最
為
第
一
」
〔

中
〕
は
、
妙
一
本
と
共
通
す
る
例
で
あ
っ
た
り
す

568

27

る
。三

，
峰
岸
明
「
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
に
お
け
る
漢
語
訓
読
の
態
度
に
つ
い
て
」
の
緒
言
で
、

「
原
漢
文
の
あ
る
漢
語
は
訓
読
さ
れ
、
ま
た
別
の
漢
語
は
音
読
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
漢
語
が
訓
読
さ
れ
、

ま
た
音
読
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
漢
文
訓
読
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
和
訓
の
成
立
、
漢
字
に

よ
る
日
本
語
表
記
、
漢
語
の
受
容
な
ど
と
い
う
、
言
語
の
面
に
お
け
る
異
文
化
摂
取
の
状
況
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
」
〔

頁
上
〕
と
説
く
よ
う
に
、
妙
一
本
と
西
來
寺
本
は
、
こ
の
原

154

漢
文
に
対
す
る
解
釈
作
業
に
全
文
の
語
形
が
明
確
に
し
う
る
全
文
漢
字
ひ
ら
が
な
交
り
文
で
あ
っ
て
、
漢

字
表
記
語
の
右
傍
字
音
ふ
り
が
な
、
左
傍
語
釈
と
い
う
文
章
形
式
を
用
い
て
い
る
と
い
う
三
点
が
語
彙
考

察
を
行
う
う
え
で
最
も
注
目
し
た
点
で
あ
る
。

こ
の
一
、
二
、
三
の
論
に
促
さ
れ
、
西
來
寺
本
を
妙
一
本
と
対
象
に
し
て
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
資

料
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
再
び
喚
起
し
、
今
回
の
語
彙
考
察
の
取
り
組
み
と
し
た
所
以
な
の
で
あ
る
。

《
語
彙
考
察
と
検
証
結
果
》
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今
回
の
考
察
は
、
お
お
よ
そ
の
検
討
を
つ
け
る
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
精
確
な
デ
ー
タ
語
数
の
計
数
値
は

表
示
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

考
察
し
た
語
彙

国
語
辞
典
に
見
出
し
語
を
収
載
す
る
語

A
１
，
国
語
辞
典
に
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
が
な
い
語

「
食

頃
｛
項
｝
」

ジ
キ
キ
ヤ
ウ

２
，
国
語
辞
典
に
原
漢
文
の
語
を
引
用
す
る
が
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
が
な
い
語

「
好

樂
」

カ
ウ
ゲ
ウ

３
，
国
語
辞
典
に
妙
一
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
を
引
用
す
る
が
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
が
な
い
語

「

慮

」
「
焼

害
」
「
禪

窟
」
「
鮮

澤
」
「
典

籍
」
「
倫

匹
」

う
ら
お
も
ひ

セ
ウ
ガ
イ

ゼ
ン
ク
ツ

セ
ン
タ
ク

デ
ン
ジ
ヤ
ク

リ
ン
ヒ
ツ

４
，
国
語
辞
典
に
仏
教
禪
籍
資
料
と
本
邦
文
献
資
料
を
引
用
す
る
が
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
が
な
い

語「
結

恨
」
「
塵
穢
」
「
蓬
尼
」

ケ
ツ
コ
ン

ヂ
ン
ヱ

ブ
ホ
ツ

５
，
国
語
辞
典
に
漢
籍
資
料
及
び
本
邦
文
献
資
料
を
引
用
す
る
が
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
が
な
い
語

「
商

人
」
「
香
家
」
「
香

風
」
「
慳

恡
」
「
孤
露
」
「
殊

妙
」
「
淳

厚
」
「
等

倫
」
「
流
泉
」

「
猟
師
」

あ
き
び
と

カ
ウ
ケ

カ
ウ
フ
ウ

ケ
ン
リ
ン

コ

ロ

シ
ユ
メ
ウ

ジ
ユ
ン
コ
ウ

ト
ウ
リ
ン

ル
セ
ン

レ
ウ
シ

６
，
国
語
辞
典
に
別
訓
み
漢
音
な
ど
で
収
載
す
る
語

「
鬚

髪
」
「
醜
陋
」
「
雷

聲
」
「
鈴

聲
」

シ
ユ
ホ
ツ

シ
ユ
ル

ラ
イ
シ
ヤ
ウ

リ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ

国
語
辞
典
に
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定
の
あ
る
語

B
１
，
国
語
辞
典
に
仏
語
（
仏
教
語
）
の
認
定

「
伏

蔵
」

ブ
ク
ザ
ウ

２
、
国
語
辞
典
に
原
漢
文
の
語
を
引
用
す
る
。
但
し
、
別
用
例

「
露
地
」

ロ

ヂ

３
，
国
語
辞
典
に
妙
一
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』
を
引
用
す
る

「
退

没
」

タ
イ
モ
ツ

国
語
辞
典
に
見
出
し
語
未
収
載
の
語

C

「
己
利
」
「
心
意
」
「
堆
阜
」
「
不
可
計
」

コ

リ

シ
ン
イ

タ
イ
フ

ブ

カ

ゲ

已
上
の
三
十
二
の
語
か
ら
仏
語
と
い
う
観
点
で
み
る
語
彙
の
読
み
・
意
味
・
用
例
と
い
っ
た
場
合
、
そ

の
語
自
体
の
取
り
扱
い
の
有
り
様
と
そ
の
辞
典
編
纂
で
の
語
の
基
軸
を
茲
に
考
察
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

『
仮
名
書
き
法
華
経
』
に
所
載
す
る
此
等
の
語
を
現
行
の
国
語
辞
典
で
あ
る
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第
二
版
で
は
、
ど
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
の
か
を
収
載
語
の
用
例
を
含
め
て
、
僅
か
で
は
る
が
検
証
し

て
見
た
結
果
が
此
等
の
語
の
分
類
基
準
と
連
動
し
て
い
く
点
を
見
定
め
て
お
く
こ
と
に
今
発
表
の
意
図
と

し
た
理
由
で
あ
る
。

に
位
置
す
る
語
は
「
伏
蔵
」
「
露
地
」
「
退
没
」
の
三
語
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

の
四
例
は
、
全

B

C

く
現
代
の
国
語
辞
典
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
語
例
と
み
る
こ
と
が
云
え
よ
う
。
こ
う
し
た
語
に
今
後
ど
の

よ
う
に
語
の
分
類
と
し
て
の
コ
ー
ド
化
認
定
を
な
し
て
い
く
か
を
自
ら
問
い
糾
す
も
の
と
し
た
い
。


